
宮城県の精神保健福祉施策推進パッケージ（令和7年度版）
R7.5.15時点

該当事業

(※)

関係課室 取組による目標値

保健福祉人材の育成（市町

村職員・障害福祉サービス事

業者等）

市町村担当

者会議等

精神保健推進室

障害福祉課

・市町村担当者会議の開催　年1回以上

・各種研修　年1回以上

地域生活支援関係者等に対

する研修

2 精神保健推進室 ・地域生活支援関係者研修

　県全域、圏域　各年1回以上

地域移行を推進する病院等の

体制整備

6(4) 精神保健推進室 ・モデル地域における療養生活継続支援加算算

定病院数

（R8年度末）6病院

入院者訪問支援事業（訪問

支援員の派遣等）

5

<R7拡充>

精神保健推進室 ・本事業利用入院者数

（R6年度末）2人

（R7年度末）10人

（R8年度末）25人

・本事業利用による1年以内退院患者数

（R8年度末）10人以上

県全域における受入体制拡充

支援（訪問看護・デイケアの開

設等）

医療政策課

県立病院再編室

県全域における民間事業者の

グループホーム等の整備支援

7

<R7新規>

障害福祉課 ・本事業利用による施設整備数(仮)

（R10年度末）共同生活援助　●か所

心のサポーター養成 3(1)(2)

<R7拡充>

精神保健推進室 ・心のサポーター養成者数

（R6年度末）100人

（R7年度末）500人

（R8年度末）2,500人

・心のサポーター指導者数

（R8年度末）250人

ピアサポーターの活用 4 精神保健推進室 ・ピアサポーター養成者数

（R8年度末）10人

・ピアサポートの活用に取り組む市町村・障害福祉

サービス事業所数

（R8年度末）35市町村

　　　　　　　　　 10事業所

学校教育における「共生社会」

の実現、障害を理由とする差

別解消に向けた啓発活動

3(1)(2)

<R7拡充>

精神保健推進室

教育庁

・心のサポーター養成者数（再掲）

・心のサポーター指導者数（再掲）

※事業内訳　…　1地域精神保健医療福祉体制整備事業　(1)協議の場の設置・運営、(2)アセスメント・評価、(3)にも包括構築推進サポーターの派遣　2地域生活支援関係者等研修事業　3普及啓発事業　(1)心のサポーター養成事業、(2)精神保健福祉普及啓発事業

　　　　　　　　　　　 4当事者・家族等の活動支援・ピアサポーター活用事業　5入院者訪問支援事業　6モデル地域等体制整備事業　(1)コーディネーターの配置、(2)アシスタントの配置、(3)都道府県密着アドバイザーの配置、(4)地域移行推進体制整備事業　7受入体制拡充支援事業

　各年度配分

（令和6～10年度）

●心のサポーター養成研修（教員）

普

及

啓

発

●心のサポーター養成研修（地域、教育、企業

等）

●指導者養成研修

●ピアサポート活動調査、分析

●ピアサポート活動団体等に対する補助

環

境

整

備

●調査、調査結果の分析

●支援スキームの検討

●（モデル地域）療養生活継続支援加算算

定病院等に対する補助
地

域

移

行

●（県全域）地域生活支援関係者研修

●入院者訪問支援員の養成

●（モデル地域）入院者訪問支援員の派遣 ●（県全域）入院者訪問支援員の派遣

・協議の場の設置・開催

（R7年度末）35市町村(100%)

　　　　　　　　　　　　7圏域(100%)

・モデル地域におけるコーディネーター・県密着アド

バイザーの配置

（R7年度末）コーディネーター4人

　　　　　　　　　　アシスタント5人

　　　　　　　　　　アドバイザー10人

体

制

強

化

障害保健福祉圏域における

「にも包括」構築のための体制

強化・市町村の取組支援

1(1)(2)(3)

6(1)(2)(3)

<R7拡充>

精神保健推進室

保健福祉総務課

●（市町村・圏域）協議の場の設置・開催

●（モデル地域）コーディネーターの配置

●（モデル地域）アドバイザーの配置

●（モデル地域以外）アシスタントの配置

●（モデル地域以外）アドバイザーの配置

●市町村担当者会議、各種研修

令和10年度令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業（国モデル事業）

社会福祉基金 10億円43,000千円 100,000千円 250,000千円 300,000千円 307,000千円

資料２別紙
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